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資料編
AIの取組状況に関するアンケート調査結果
情報系教育機関におけるAI分野の教育動向調査

資料1
資料2
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 資料編

資料1	 AIの取組状況に関するアンケート調査結果	
以下に示すグラフは、国内外の人工知能（AI）に関わる取組状況を把握するために実施した、アンケー

ト調査結果に基づくものである。 
 

(1) 国内アンケート調査概要 
国内企業におけるAIの取組状況及びその変化の動向、取組を進める上での課題の把握等を目的として、

民間企業宛てにアンケート調査を行った。調査の概要は以下のとおりである。
 

●	 調査方法：	郵送調査	
●	 調査期間：	2017年3月	
●	 調査対象：	上場企業	3,787企業	
●	 業種区分：情報処理実態調査の調査業種26業種	
●	 回収数：	有効回収数	296企業（有効回収率	7.8%）	
●	 主な調査項目：	

　—AIに関する認識 
　—AIに関する取組状況 
　—AIの推進体制やデータ整備の状況 
　—AIに関する投資状況、等 
 

(2) 海外アンケート調査概要 
海外企業に対しても国内企業と同様の目的でアンケート調査を実施した。なお、海外アンケート調査は、

ウェブモニタを通じて回答を得た。調査の概要は以下のとおりである。

●	 調査方法：	ウェブアンケート調査	
●	 調査時期：	2017年3月	
●	 対象国：	米国、英国、ドイツ	
●	 対象者：	民間企業に勤めるマネジメント層	
●	 回収数：	各国311件（日本の上場企業の従業員規模比率をもとに割り付け※）
●	 主な調査項目：	国内企業アンケート調査と同様	

※		各国の回収数は従業員規模別に、1,000人超：130件／500人～1,000人未満：57件／100～500人未満：94件／100人未満：30件。
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1.1 組織におけるAIの位置付け
[問] 貴社では、人工知能の取組（業務での活用や製品・サービス供給など）を組織的課題として位置づ

けていますか。当てはまるものを1つ選んでください。
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13.2  

15.1  
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17.0  

22.2  

17.7  

7.5 

8.4  

13.5  

10.9  
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23.8  
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

日本 (n=295) 

英国 (n=311)

ドイツ (n=311)

米国 (n=311)

全社的な重点検討課題として位置づけている 全社的な検討課題として位置づけている 

部門や部署単位の重点検討課題として位置づけている 部門や部署単位の検討課題として位置づけている 

組織的な検討課題として位置づけていない わからない 

1.2 事業への影響に関する認識 
[問] 人工知能は貴社の事業にどのような影響を及ぼすと認識していますか。当てはまるものをすべて選

んでください。（複数選択可） 
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14.1  

35.0  

24.4  
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米国 (n=311) ドイツ (n=311) 英国 (n=311) 日本 (n=293)
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1.3 課題認識 
[問] 人工知能の取組について、貴社が感じている課題認識について、当てはまるものをすべて選んでく

ださい。（複数選択可） 
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1.7 

40.7 

5.5  

1.0  

16.9  

22.1  

31.7  

50.7  

14.1  

30.0  

19.0  

14.1  

20.3  

1.9  

8.0  
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3.5  
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12.9  

12.2  

14.5  

13.2  

9.6  

8.0  

27.3  

15.4  

0.3  

7.1  

2.3  

7.1  

7.7  

16.4  

10.9  

17.0  

15.1  

18.3  

6.1  

23.2  

14.5  

0.3  

4.2  
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6.8  

14.5  

21.9  

14.8  

19.3  

24.4  

27.0  

8.0  

16.1  

0% 15% 30% 45% 60% 

特に課題はない

その他

導入効果が不明瞭である

実証や検証を行う際の連携先が見つからない

社内関係者からの理解が不足している

取組むためのコストが高い

取組むためのデータが十分蓄積できていない

取組むための人材が不足している

人工知能の技術革新に追いつくことが難しい

参考となる導入事例等の情報が少ない

何から検討すれば良いかわからない

取組む必要性を感じない

米国 (n=311) ドイツ (n=311) 英国 (n=311) 日本 (n=290) 

1.4 今後の意向 
[問] 貴社では、今後、人工知能への取組をどの程度強化していきたいとお考えですか。当てはまるもの

を1つ選んでください。 

19.7 

18.0  

20.9  

45.3  

26.2 

23.5  

35.7  

26.7  

13.6 

28.6  

22.2  

11.3  

40.5 

29.9  

21.2  

16.7  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

日本 (n=294) 

英国 (n=311) 

ドイツ (n=311) 

米国 (n=311) 

大幅に強化したい ある程度強化したい それほど強化するつもりはない まだわからない
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1.5 取組状況 
[問] 2017年3月1日時点において、貴社では人工知能に関わる取組（業務での活用や製品・サービスの

提供など）を行っていますか。当てはまるものを1つ選んでください。 
 

 

23.0 

15.1  

26.0  

40.8  

23.3 

24.4  

31.8  

29.6  

42.6 

38.3  

30.5  

15.4  

11.1 

22.2  

11.6  

14.1  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

日本 (n=296) 

英国 (n=311) 

ドイツ (n=311) 

米国 (n=311)

取組んでいる 取組を検討・予定している 取組む予定はない わからない

1.6 取組目的1 
[問] 貴社における人工知能の取組目的について、当てはまるものをすべて選んでください。（複数選択可） 

2.2  

1.5  

12.5  

64.7  

76.5  

30.1  

1.6  

0.8  

9.8  

48.0  

54.5  

35.8  

2.2  

0.0  

16.7  

50.0  

66.1  

26.7  

1.4  

0.0  

13.7  

46.1  

59.8  

53.0  

0% 20% 40% 60% 80% 

わからない

その他

従業員満足度の向上・職場の活性化

人工知能による業務プロセスの改善

人工知能による既存製品・事業の付加価値向上

人工知能を中核技術とした新規事業の創出

米国 (n=219) ドイツ (n=180) 英国 (n=123) 日本 (n=136) 

※	1	 1.5.　取組状況で「取組んでいる」又は「取組を検討・予定している」と回答した企業が対象。
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1.7 応用分野2

[問] 人工知能の応用先について、貴社が取組んでいる／取組を検討・予定している項目をすべて選んで
ください。（複数選択可） 

32.5  
28.5  

32.5  
29.3  

26.0  
26.0  

24.4  
17.1  

22.8  
17.9  
17.1  

8.9  
16.3  
15.4  

21.1  
10.6  

8.9  
5.7  

12.2  
10.6  

13.0  
13.0  
14.6  
14.6  

17.9  
13.8  

9.8  
13.0  

9.8  
15.4  

13.8  
8.9  
9.8  
11.4  

9.8  
7.3  

9.8  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

英国（n=123）

41.1  
41.1  
40.6  

38.9  
30.6  
31.7  

25.6  
26.1  

25.0  
27.2  

30.0  
17.2  

20.0  
26.7  

24.4  
11.7  
13.3  

10.6  
10.0  

13.9  
11.7  

15.6  
17.2  
18.9  

11.1  
17.2  

21.7  
21.1  

13.9  
19.4  
20.6  

17.2  
11.7  

10.0  
6.1  

2.8  
6.1  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

ドイツ（n=180）

43.8  
32.0  
33.8  

30.6  
29.7  

24.2  
26.9  

21.9  
23.3  

21.9  
22.8  

16.0  
21.5  

16.0  
21.5  

11.9  
11.0  

10.0  
21.0  

16.4  
19.2  

15.1  
22.8  

18.3  
21.9  

18.3  
21.9  

20.1  
16.4  

18.3  
16.0  

18.3  
17.4  

14.6  
12.8  

6.4  
8.7  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

 

 

米国（n=219）
37.3  

4.5  
13.4  
13.4  

7.5  
29.9  

4.5  
19.4  
20.9  

7.5  
3.0  

19.4  
10.4  

22.4  
13.4  

4.5  
6.0  
6.0  

10.4  
4.5  

0.0  
7.5  

3.0  
4.5  

13.4  
9.0  
9.0  

3.0  
1.5  

6.0  
1.5  
3.0  

11.9  
4.5  
6.0  

10.4  
1.5  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

日本(n=67)

※	2	 1.5.　取組状況で「取組んでいる」又は「取組を検討・予定している」と回答した企業が対象。
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1.8 検討・予定中の応用分野3

[問] 人工知能の応用先について、貴社が取組んでいる／取組を検討・予定している項目をすべて選んで
ください。（複数選択可） 

英国（n=123）ドイツ（n=180）

米国（n=219）日本(n=115)

13.0  
17.1  
16.3  

22.0  
22.0  

15.4  
17.9  

20.3  
11.4  

16.3  
13.0  

17.1  
9.8  
10.6  

13.8  
11.4  

9.8  
7.3  
7.3  

11.4  
7.3  
8.1  

13.0  
12.2  
13.0  

11.4  
8.9  

11.4  
11.4  
10.6  

13.8  
9.8  
9.8  
9.8  
9.8  
10.6  

8.1  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

15.0  
18.3  

21.7  
21.1  

26.7  
21.1  

26.1  
18.9  

21.7  
22.8  

21.7  
20.6  
22.2  

17.2  
19.4  

18.3  
16.1  

14.4  
15.6  
17.2  
18.9  

13.9  
16.7  

15.0  
15.0  
16.7  
16.7  

15.6  
15.6  

14.4  
14.4  
15.6  
17.2  

15.0  
17.2  

11.7  
7.8  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

13.7  
25.1  

22.8  
23.7  

20.5  
26.0  

20.5  
24.7  

20.5  
17.8  

16.0  
17.8  
19.2  
19.6  

16.4  
16.4  

15.1  
13.2  

8.7  
16.4  
16.4  
17.8  
18.3  

21.5  
13.7  

16.0  
14.2  

18.3  
17.4  

16.0  
15.1  

13.7  
13.2  

15.5  
15.5  
14.6  

4.6  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

41.7  
22.6  

19.1  
25.2  

18.3  
38.3  

17.4  
21.7  

19.1  
22.6  
24.3  

10.4  
7.8  

20.0  
17.4  

5.2  
5.2  
6.1  

8.7  
4.3  

7.0  
5.2  

15.7  
11.3  

9.6  
11.3  

13.9  
7.0  
6.1  

13.9  
10.4  

13.0  
11.3  
11.3  
13.0  

5.2  
1.7  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

※	3	 1.5.　取組状況で「取組んでいる」又は「取組を検討・予定している」と回答した企業が対象。
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1.9 取組効果4

[問] 貴社では、これまでに人工知能に関わる取組による効果が出ていますか。当てはまるものを1つ選
んでください。 

28.1 

42.3  

34.9  

74.0  

57.8 

49.5  

57.4  

20.5  

14.1 

8.1  

7.7  

5.5  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

日本 (n=64) 

英国 (n=111) 

ドイツ (n=169) 

米国 (n=200) 

効果が出ている まだわからない 効果が出ていない

1.10 投資金額5

[問] 貴社の人工知能の取組における投資金額についてお尋ねします。2015年度および2016年度の投資
金額について、最も近いものをそれぞれ1つずつ選んでください。 

17.9  

6.5  

14.6  15.4  
12.2  

4.1  5.7  6.5  
1.6  

15.4  

4.1  

13.0  13.8  
17.1  

10.6  
8.1  8.1  

4.1  4.1  

17.1  

0% 

10% 

20% 

30% 

40% 

50% 

投資はしていない

10
0万

円未満

10
0万

円以上～1,0
00

万円未満

1,0
00

万円以上～5,0
00

万円未満

5,0
00

万円以上～1億
円未満

1億
円以上～5億

円未満

5億
円以上～10

億円未満

10
億円以上～10

0億
円未満

10
0億

円以上

わからない

2015年 2016年

24.4  

6.7  

15.0  
18.3  

10.0  10.0  

3.3  
0.0  1.1  

11.1  10.6  9.4  
12.8  

16.1  13.9  
10.0  11.1  

1.7  2.8  

11.7  

0% 

10% 

20% 

30% 

40% 

50% 

投資はしていない

10
0万

円未満
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0万

円以上～1,0
00

万円未満

1,0
00

万円以上～5,0
00

万円未満

5,0
00

万円以上～1億
円未満

1億
円以上～5億

円未満

5億
円以上～10

億円未満

10
億円以上～10

0億
円未満

10
0億

円以上

わからない

2015年 2016年

8.7  8.2  10.0  

17.4  
12.8  

17.8  

10.5  

4.6  5.0  5.0  
1.8  

5.9  
10.0  10.5  12.3  

19.6  
16.9  

9.6  
7.3  5.9  

0% 

10% 

20% 

30% 

40% 

50% 

投資はしていない

10
0万

円未満

10
0万

円以上～1,0
00

万円未満

1,0
00

万円以上～5,0
00

万円未満

5,0
00

万円以上～1億
円未満

1億
円以上～5億

円未満

5億
円以上～10

億円未満

10
億円以上～10

0億
円未満

10
0億

円以上

わからない

2015年 2016年

49.6  

6.3  

15.7  

6.3  
3.1  

6.3  
0.8  0.8  0.0  

11.0  

21.8  

10.5  

29.0  

11.3  

3.2  4.8  3.2  1.6  0.0  

14.5  

0% 

10% 

20% 

30% 

40% 

50% 

投資はしていない

10
0万

円未満

10
0万

円以上～1,0
00

万円未満

1,0
00

万円以上～5,0
00

万円未満

5,0
00

万円以上～1億
円未満

1億
円以上～5億

円未満

5億
円以上～10

億円未満

10
億円以上～10

0億
円未満

10
0億

円以上

わからない

2015年 2016年

日本
n=127（2015年度）、n=124（2016年度）

米国
n=219

ドイツ
n=180

英国
n=123

※	4	 1.7.　応用分野	又は	1.8.検討・予定中の応用分野において、「人工知能の応用に具体的に取組んでいない／取組む予定がない」以外の
いずれかに回答した企業が対象。

※	5	 1.5.　取組状況で「取組んでいる」又は「取組を検討・予定している」と回答した企業が対象。
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1.11 活用しているAI関連製品・サービス6

[問] 貴社が活用している／活用を予定・検討している製品・サービスについて、当てはまるものをすべ
て選んでください。（複数選択可） 

36.5  
32.4  

36.5  
32.4  

23.7  
29.2  

25.1  
25.1  

24.2  
16.4  

5.9  
5.9  

0% 10% 20% 30% 40% 

25.4  
28.6  

38.1  
12.7  

11.1  
22.2  
22.2  

12.7  
11.1  

14.3  
0.0  

31.7  

0% 10% 20% 30% 40% 

米国（n=219）日本（n=63）

36.1  
22.8  

27.2  
23.9  

20.6  
26.1  

20.0  
13.9  

26.1  
14.4  

8.3  
12.8  

0% 10% 20% 30% 40% 

ドイツ（n=180）

24.4  
30.9  

23.6  
29.3  

18.7  
18.7  

17.1  
13.8  

17.9  
16.3  

7.3  
7.3  

0% 10% 20% 30% 40% 

英国（n=123）

1.12 供給しているAI関連製品・サービス※7

[問] 貴社が供給している／供給を予定・検討している製品・サービスについて、当てはまるものをすべ
て選んでください。（複数選択可） 

28.3  
29.2  
29.2  

31.5  
26.9  

24.7  
26.0  

18.7  
20.1  

18.3  
4.6  

9.6  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 

16.2  
9.5  

14.9  
10.8  

9.5  
2.7  
2.7  

6.8  
9.5  
10.8  

1.4  
77.0  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 

米国（n=219）日本（n=74）

18.3  
19.4  

17.8  
21.7  

14.4  
17.2  
18.3  

11.7  
19.4  

10.6  
6.7  

25.6  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 

ドイツ（n=180）

24.4  
27.6  

19.5  
23.6  

21.1  
22.0  

20.3  
14.6  

24.4  
13.8  

6.5  
12.2  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 

英国（n=123）

※	6	 1.5.　取組状況で「取組んでいる」又は「取組を検討・予定している」と回答した企業が対象。
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1.13 AI関連製品・サービスの売り上げ7 
[問] 人工知能に関わる製品・サービスの売上についてお尋ねします。貴社の2015年度の売上及び2016

年度の売上見込について、最も近いものを1つずつ選んでください。 

9.7  
6.8  

14.6  
17.5  

12.6  
18.4  

6.8  6.3  
2.9  4.4  4.4  4.9  5.8  

10.7  
17.0  18.0  16.5  

9.7  7.3  5.8  

0% 

10% 

20% 

30% 

40% 

50% 

60% 

0円
（検討段階）

10
0万

円未満

10
0万

円以上～1,0
00

万円未満

1,0
00

万円以上～5,0
00

万円未満

5,0
00

万円以上～1億
円未満

1億
円以上～5億

円未満

5億
円以上～10

億円未満

10
億円以上～10

0億
円未満

10
0億

円以上

わからない

2015年 2016年 
55.6  

4.4  

13.3  

2.2  4.4  4.4  
0.0  2.2  0.0  

13.3  

45.7  

2.2  
8.7  

15.2  

2.2  
8.7  

0.0  2.2  0.0  

15.2  

0% 

10% 

20% 

30% 

40% 

50% 

60% 

0円
（検討段階）

10
0万

円未満

10
0万

円以上～1,0
00

万円未満

1,0
00

万円以上～5,0
00

万円未満

5,0
00

万円以上～1億
円未満

1億
円以上～5億

円未満

5億
円以上～10

億円未満

10
億円以上～10

0億
円未満

10
0億

円以上

わからない

2015年 2016年 

日本
n=45（2015年度）、n=46（2016年度）

米国
n=219

13.3  10.7  

20.0  17.3  
14.0  

8.0  
2.0  1.3  2.0  

11.3  
4.7  4.7  

12.7  
18.0  17.3  18.0  

6.0  
2.7  4.0  

12.0  

0% 

10% 

20% 

30% 

40% 

50% 

60% 

0円
（検討段階）

10
0万

円未満

10
0万

円以上～1,0
00

万円未満

1,0
00

万円以上～5,0
00

万円未満

5,0
00

万円以上～1億
円未満

1億
円以上～5億

円未満

5億
円以上～10

億円未満

10
億円以上～10

0億
円未満

10
0億

円以上

わからない

2015年 2016年 

ドイツ
n=180

20.2  

10.5  

17.5  

10.5  12.3  10.5  

2.6  3.5  2.6  

9.6  
14.9  

2.6  

14.9  14.9  
11.4  8.8  

17.5  

4.4  2.6  
7.9  

0% 

10% 

20% 

30% 

40% 

50% 

60% 

0円
（検討段階）

10
0万

円未満

10
0万

円以上～1,0
00

万円未満

1,0
00

万円以上～5,0
00

万円未満

5,0
00

万円以上～1億
円未満

1億
円以上～5億

円未満

5億
円以上～10

億円未満

10
億円以上～10

0億
円未満

10
0億

円以上

わからない

2015年 2016年 

英国
n=123

1.14 AIの手法やアルゴリズムの選択8

[問] 解決したい目的や分析対象となるデータにあわせて、最適な人工知能の手法やアルゴリズムを選択
することができていますか。当てはまるものを1つ選んでください。 

28.1 

42.3  

40.0  

63.5  

34.1 

33.3  

41.7  

23.3  

37.8 

24.4  

18.3  

13.2  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

日本 (n=135) 

英国 (n=123) 

ドイツ (n=180) 

米国 (n=219) 

選択できている 選択できていない わからない

※	7	 1.12.	供給しているAI関連製品・サービスで「供給する予定はない」以外のいずれかの設問で「供給している」または「検討中」を回
答した方が対象。

※	8	 1.5.　取組状況で「取組んでいる」又は「取組を検討・予定している」と回答した企業が対象。
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1.15 手法別の取組状況9

[問] 人工知能の手法について、貴社の取組状況をそれぞれ１つずつ選んでください。 

 

26.9  

35.8  

41.7  

61.6  

20.9  

30.1  

29.4  

24.7  

26.9  

21.1  

20.0  

9.1  

25.4  

13.0  

8.9  

4.6  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

日本（n=134) 

英国（n=123) 

ドイツ（n=180) 

米国（n=219) 

取組有り 取組予定 取組予定はない わからない

制御

29.1  

22.8  

22.8  

26.9  

39.6  

45.5  

44.4  

54.3  

9.0  

17.9  

20.0  

11.9  

22.4  

13.8  

12.8  

6.8  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

日本（n=134) 

英国（n=123) 

ドイツ（n=180) 

米国（n=219) 

取組有り 取組予定 取組予定はない わからない

推論

30.1  

26.8  

27.8  

34.7  

52.5  

28.5  

41.7  

40.2  

4.4  

31.7  

18.3  

19.6  

14.0  

13.0  

12.2  

5.5  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

日本（n=136) 

英国（n=123) 

ドイツ（n=180) 

米国（n=219) 

取組有り 取組予定 取組予定はない わからない

機械学習

20.3  

17.9  

20.0  

31.1  

36.1  

38.2  

42.2  

38.4  

12.0  

25.2  

20.6  

17.4  

31.6  

18.7  

17.2  

13.2  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

日本（n=133) 

英国（n=123) 

ドイツ（n=180) 

米国（n=219) 

取組有り 取組予定 取組予定はない わからない

深層学習

1.16 深層学習に関する取組状況10

[問] 貴社の深層学習の取組状況について、当てはまるものをそれぞれ1つずつ選んでください。

39.1  

30.4  

37.7  

42.0  

39.1  

39.1  

11.6  

24.6  

21.7  

7.2  

5.8  

1.4  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

認識（画像認識、行動予測・異常検知等）  (n=69)

運動の習熟（ロボット・機械の熟練した動作等） (n=69)

言葉の意味理解（文の“意味”がわかる等） (n=69)

取組有り 取組予定 取組予定はない わからない

英国

54.5  

34.8  

34.8  

37.5  

45.5  

45.5  

7.1  

16.1  

15.2  

0.9  

3.6  

4.5  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

認識（画像認識、行動予測・異常検知等）  (n=112)

運動の習熟（ロボット・機械の熟練した動作等）  (n=112)

言葉の意味理解（文の“意味”がわかる等）  (n=112)

取組有り 取組予定 取組予定はない わからない

ドイツ

日本 米国

63.8  

38.8  

46.1  

28.9  

49.3  

39.5  

6.6  

10.5  

13.2  

0.7  

1.3  

1.3  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

認識（画像認識、行動予測・異常検知等）  (n=152)

運動の習熟（ロボット・機械の熟練した動作等） (n=152)

言葉の意味理解（文の“意味”がわかる等） (n=152)

取組有り 取組予定 取組予定はない わからない

41.3  

10.8  

22.4  

52.0  

29.7  

39.5  

2.7  

37.8  

18.4  

4.0  

21.6  

19.7  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

認識（画像認識、行動予測・異常検知等） (n=75)

運動の習熟（ロボット・機械の熟練した動作等） (n=74)

言葉の意味理解（文の“意味”がわかる等） (n=76)

取組有り 取組予定 取組予定はない わからない

※	9	 1.5.　取組状況で「取組んでいる」又は「取組を検討・予定している」と回答した企業が対象。
※	10	 1.15.　手法別の取組状況で深層学習に「取組有り」又は「取組予定」と回答した企業が対象。
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1.17 適用先の業務レベル11

[問] 貴社では、人工知能をどのような業務レベルに適用することをお考えですか。当てはまるものをそ
れぞれ1つずつ選んでください。 

34.1  

26.8  

26.0  

19.5  

36.6  

37.4  

31.7  

35.8  

19.5  

28.5  

32.5  

30.1  

9.8  

7.3  

9.8  

14.6  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

人間や従来のコンピュータ・機械では実行困難な業務 (n=123)

熟練の労働者や専門家が行う業務 (n=123)

一定の技能を要する業務 (n=123)

特別な技能を必要としない業務 (n=123)

取組有り 取組予定 取組予定はない わからない

英国

40.6  

35.0  

33.3  

30.6  

38.3  

42.2  

41.1  

38.3  

13.9  

16.1  

18.9  

21.1  

7.2  

6.7  

6.7  

10.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

人間や従来のコンピュータ・機械では実行困難な業務 (n=180)

熟練の労働者や専門家が行う業務 (n=180)

一定の技能を要する業務 (n=180)

特別な技能を必要としない業務 (n=180)

取組有り 取組予定 取組予定はない わからない

ドイツ

58.4  

39.3  

30.6  

28.8  

27.9  

43.8  

44.3  

39.3  

9.6  

13.2  

21.0  

19.6  

4.1  

3.7  

4.1  

12.3  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

人間や従来のコンピュータ・機械では実行困難な業務 (n=219)

熟練の労働者や専門家が行う業務 (n=219)

一定の技能を要する業務 (n=219)

特別な技能を必要としない業務 (n=219)

取組有り 取組予定 取組予定はない わからない

米国

16.4  

20.8  

16.0  

12.8  

31.9  

37.6  

42.9  

36.8  

20.7  

12.8  

9.2  

12.8  

31.0  

28.8  

31.9  

37.6  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

人間や従来のコンピュータ・機械では実行困難な業務 (n=116)

熟練の労働者や専門家が行う業務 (n=125)

一定の技能を要する業務 (n=119)

特別な技能を必要としない業務 (n=117)

取組有り 取組予定 取組予定はない わからない

日本

1.18 人材の確保・育成※11

[問] 貴社では、人工知能の取組を推進する人材をどのようにして確保・育成していますか。当てはまる
ものをすべて選んでください。（複数選択可） 

 

14.6  

29.3  

22.8  

13.0  

19.5  

33.3  

22.0  

13.8  

0.8  

9.8  

17.9  

16.3  

39.8  

38.2  

35.8  

30.1  

1.7  

11.7  

27.2  

28.3  

31.7  

36.1  

38.9  

23.9  

0.0  

11.0  

21.9  

24.7  

31.5  

39.7  

43.8  

47.5  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

その他

社外の教育・研修サービス等を利用している

社内で教育・研修を行っている

別の部門からのローテーション

大学教育機関との連携による外部人材の活用

協力企業・派遣企業の外部人材の活用

人工知能の取組を前提とした中途採用

人工知能の取組を前提とした新卒採用

米国（n=219) ドイツ（n=180) 英国（n=123) 日本（n=137)

※	11	 1.5.　取組状況で「取組んでいる」又は「取組を検討・予定している」と回答した企業が対象。
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1.19 取組を主導する責任者12

[問] 貴社の人工知能の取組を主導する責任者について、最も近いものを1つ選んでください。 

0.0  

22.2  

6.7  

17.0  

6.7  

13.3 

14.8 

19.3  

0.0  

1.6  

0.0  

6.5  

8.9  

35.8  

16.3  

30.9  

0.6  

2.8  

5.0  

17.8  

9.4  

42.2  

13.9  

8.3  

0.0  

1.4  

0.9  

3.7  

3.7  

27.4  

31.1  

32.0  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

その他

特に決まっていない

課長相当職以下

部長相当職

その他役員

IT担当役員

研究開発担当役員

経営トップ（代表取締役・社長等）

米国（n=219) ドイツ（n=180) 英国（n=123) 日本（n=135) 

1.20 専門組織・専属要員の設置状況※12

[問] 貴社では、人工知能の利用を推進する専門組織・専属要員を設置していますか。最も近いものを1
つ選んでください。 

27.9  

35.0  

35.0  

58.4  

5.9  

48.8  

46.7  

33.8  

64.0  

16.3  

17.8  

7.8  

2.2  

0.6  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

日本 (n=136) 

英国 (n=123) 

ドイツ (n=180)

米国 (n=219)

専門組織やプロジェクトチームを設置している
専属の社員を配置している
明示的には存在しない
その他

※	12	 1.5.　取組状況で「取組んでいる」又は「取組を検討・予定している」と回答した企業が対象。



344

1.21 外部機関との連携状況13

[問] 貴社では人工知能に関する取組を進めるために、外部機関との連携を行っていますか。当てはまる
ものをすべて選んでください。（複数選択可） 

6.7 

27.6 

3.0  

11.2 

1.5 

7.5 

3.7 

13.4 

52.2 

29.9 

6.5  

7.3  

0.0  

2.4  

9.8  

21.1  

24.4  

27.6  

43.1  

23.6  

3.9  

14.4  

0.0  

3.9  

8.9  

16.1  

16.1  

26.1  

39.4  

32.2  

2.7  

5.0  

0.0  

7.3  

12.3  

27.9  

25.6  

26.5  

51.6  

31.5  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

米国 (n=219) ドイツ (n=180) 英国 (n=123) 日本 (n=134) 

1.22 外部機関との連携目的14

[問] 外部機関と連携を行う目的について、当てはまるものをすべて選んでください。（複数選択可） 
 

1.1 

55.2 

17.2 

16.1 

5.7 

70.1 

52.9 

29.9 

0.0  

4.7  

11.3  

25.5  

27.4  

50.9  

47.2  

24.5  

0.0  

8.8  

19.7  

29.3  

28.6  

40.1  

60.5  

38.1  

0.0  

6.4  

18.8  

30.7  

38.6  

51.5  

53.5  

44.6  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 

その他

実証や検証を行うため

学習データを製造*するため

データを取得するため

計算資源を確保するため

人工知能の技術革新にキャッチアップするため

外部の専門人材を活用するため

社内の人材を育成するため

米国 (n=202) ドイツ (n=147) 英国 (n=106) 日本 (n=87)

※	13	 1.5.　取組状況で「取組んでいる」又は「取組を検討・予定している」と回答した企業が対象。
※	14	 1.21.　外部機関との連携状況で「連係していない」及び「その他」以外のいずれかに回答した企業が対象。
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1.23 データの獲得方法15

[問] 貴社の人工知能に関する取組において、活用している／活用予定のデータの取得方法について、当
てはまるものをすべて選んでください。（複数選択可） 

 

 

0.8  

11.4  

22.0  

7.6  

24.2  

63.6  

43.9  

0.8  

4.1  

11.4  

20.3  

39.8  

46.3  

32.5  

0.6  

10.6  

18.9  

17.2  

31.7  

57.2  

31.1  

0.0  

3.7  

10.5  

27.4  

38.4  

50.7  

51.6  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 

その他

わからない

オープンデータを活用している／活用予定

他組織のデータを購入している／購入予定

他組織とデータを共有・連携している／共有・連携予定

自らが既に保有するデータを活用している／活用予定

自ら新たにデータを取得している／取得予定

米国 (n=219) ドイツ (n=180) 英国 (n=123) 日本 (n=132)

1.24 研究開発の実施状況※15

[問] 貴社では、人工知能に関する研究開発を行っていますか。当てはまるものを１つ選んでください。 
 

39.6  

67.5  

52.8  

73.1  

60.4  

32.5  

47.2  

26.9  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

日本 (n=137) 

英国 (n=120) 

ドイツ (n=180)

米国 (n=219)

行っている 行っていない

※	15	 1.5.　取組状況で「取組んでいる」又は「取組を検討・予定している」と回答した企業が対象。
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1.25 研究開発以外の技術獲得の状況
[問] 貴社では人工知能に関する技術を獲得するために、組織内での研究開発以外にどのような取組を行

っていますか。当てはまるものをすべて選んでください。（複数選択可） 

11.7 

25.2 

33.3 

34.2 

1.8 

15.3 

34.2 

21.6 

0.8 

14.6 

22.0 

27.6 

31.7 

44.7 

45.5 

37.4 

0.6 

15.0 

18.3 

22.2 

25.6 

42.2 

41.1 

28.9 

0.5 

19.6 

25.6 

28.3 

33.3 

45.7 

44.3 

44.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

その他

人工知能関連のツール・アプリケーションの購入

人工知能関連のオープンソースソフトウェアの活用

人工知能関連のコミュニティへの参加

外部組織の買収 ／ 外部組織への出資

グループ企業との連携

外部組織との共同研究開発

外部組織への技術開発の委託

米国 (n=219) ドイツ (n=180) 英国 (n=123) 日本 (n=111) 
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1.26 研究開発対象領域16

[問] 2016年度における貴社の研究開発対象領域について、当てはまるものをすべて選んでください。 
（複数選択可） 

33.0  
52.1  

34.0  
30.9  
29.8  
30.9  

14.9  
18.1  

25.5  
12.8  
14.9  

20.2  
23.4  

12.8  
14.9  

19.1  
21.3  

14.9  
22.3  

16.0  

0% 25% 50% 75% 

遺伝アルゴリズム
エキスパートシステム

音声認識
画像認識
感性処理
機械学習

ゲーム
自然言語処理

情報探索
推論
探索

知識表現
データマイニング
ニューラルネット

深層学習
ヒューマンインターフェース

プランニング
マルチエージェント

ロボット
AIインフラ・ハード

英国 (n=94)

23.9  
52.3  

40.4  
38.5  

19.3  
33.0  

9.2  
22.0  
21.1  

13.8  
15.6  

19.3  
24.8  

12.8  
17.4  
18.3  
20.2  

8.3  
19.3  

11.9  

0% 25% 50% 75% 

遺伝アルゴリズム
エキスパートシステム

音声認識
画像認識
感性処理
機械学習

ゲーム
自然言語処理

情報探索
推論
探索

知識表現
データマイニング
ニューラルネット

深層学習
ヒューマンインターフェース

プランニング
マルチエージェント

ロボット
AIインフラ・ハード

ドイツ (n=109)

49.7  
55.4  

40.1  
41.2  

32.8  
37.9  

15.8  
21.5  

32.2  
22.6  

27.1  
19.2  

27.7  
18.6  

15.8  
23.2  

27.1  
19.2  

24.9  
24.3  

0% 25% 50% 75% 

遺伝アルゴリズム
エキスパートシステム

音声認識
画像認識
感性処理
機械学習

ゲーム
自然言語処理

情報探索
推論
探索

知識表現
データマイニング
ニューラルネット

深層学習
ヒューマンインターフェース

プランニング
マルチエージェント

ロボット
AIインフラ・ハード

米国 (n=177)

12.1 
24.1 

34.5 
65.5 

1.7 
69.0 

5.2 
37.9 

36.2 
24.1 

27.6 
8.6 

44.8 
25.9 

55.2 
12.1 

6.9 
6.9 

25.9 
13.8 

0% 25% 50% 75% 

遺伝アルゴリズム
エキスパートシステム

音声認識
画像認識
感性処理
機械学習

ゲーム
自然言語処理

情報探索
推論
探索

知識表現
データマイニング
ニューラルネット

深層学習
ヒューマンインターフェース

プランニング
マルチエージェント

ロボット
AIインフラ・ハード

日本 (n=58)

※	16	 1.24.	研究開発の実施状況で「行っている」と回答した企業が対象。
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1.27 研究開発人材の量の不足感17

[問] 研究者、技術者18に関わる要員の「数」について、最も近いものをそれぞれ1つずつ選んでください。 

研究者

54.5  

6.4  

11.0  

10.7  

37.9  

29.8  

28.4  

19.2  

7.6  

56.4  

57.8  

56.5  

7.4  

2.8  

13.6  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

日本 (n=66)

英国 (n=94)

ドイツ (n=109)

米国 (n=177)

大幅に不足 やや不足 過不足はない 過剰

55.4  

12.8  

16.5  

19.2  

27.7  

26.6  

45.9  

15.3  

16.9  

54.3  

35.8  

55.4  

6.4  

1.8  

10.2  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

日本 (n=65)

英国 (n=94)

ドイツ (n=109)

米国 (n=177)

大幅に不足 やや不足 過不足はない 過剰

技術者

1.28 研究開発人材の質の不足感※17

[問] 研究者、技術者※18に関わる要員の「質」について、最も近いものをそれぞれ1つずつ選んでください。 

技術者

49.2  

8.5  

10.1  

9.6  

35.4  

29.8  

28.4  

20.3  

15.4  

53.2  

57.8  

58.8  

8.5  

3.7  

11.3  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

日本 (n=65)

英国 (n=94)

ドイツ (n=109)

米国 (n=177)

大幅に不足 やや不足 過不足はない 過剰

50.0  

12.8  

15.6  

18.1  

21.9  

26.6  

41.3  

16.9  

28.1  

54.3  

39.4  

55.9  

6.4  

3.7  

9.0  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

日本 (n=64)

英国 (n=94) 

ドイツ (n=109)

米国 (n=177)

大幅に不足 やや不足 過不足はない 過剰

研究者

※	17	 1.24.	研究開発の実施状況で「行っている」と回答した企業が対象。
※	18	 研究者を学会等への論文を投稿しているあるいはそれに準ずる研究活動をしている要員、技術者を人工知能分野における研究開発を支

援するソフトウエア開発、データセット作成等の技術開発や関連する技術的な業務に従事している要員と定義。
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資料2	 情報系教育機関におけるAI分野の教育動向調査	
以下に示すグラフは、国内の情報系教育機関における人工知能（AI）に関する教育実態を把握するため

に実施した、アンケート調査結果に基づくものである。 
 
国内における情報工学・情報科学の教育機能を持つ大学院専攻・学部学科・コース等を対象に、教育活

動や学生の動向、教育に関わる課題の把握等を目的としてアンケート調査を行った。調査の概要は以下の
とおりである。 

●	 調査方法：	郵送調査	
●	 調査期間：	2017年3月	
●	 調査対象：	情報系教育機関19561機関20	
●	 回収数：	有効回収数	247機関（有効回収率	44.0%）	
●	 主な調査項目：	

　—AIに関する教育内容 
　—AIを学んだ学生の数や進路  
　—AIに関する教育を行わない理由、等 

2.1 AIに関する教育実施状況 
[問] 貴学科で実施されている教育内容として、当てはまるものをすべてお選びください。（複数選択可） 
 

95.5 

69.5 

78.0 

67.1 

58.5 

52.4 

70.3 

86.6 

74.4 

69.5 

87.4 

74.8 

31.3 

73.6 

32.5 

71.1 

15.4 

24.4 

21.5 

2.4 

0% 25% 50% 75% 100% 

プログラミング言語
情報数理科学

計算機科学
電子回路

計測・制御工学
組込みシステム

オペレーティングシステム
通信・ネットワーク

データベース
情報セキュリティ

画像処理
人工知能
分散処理

ソフトウェア工学
プロジェクトマネジメント

ソフトウェア開発演習
情報システム活用戦略
IT・情報通信産業動向

IT・情報通信産業の業務紹介
その他

n=246

※	19	 高等専門学校、大学学部、大学院を対象とした。
※	20	 大学学部、大学院の取組状況を合わせて回答した機関も含む。
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2.2 教育を行なわない理由21 
[問] 貴学科が人工知能に関する教育を行わない理由について、当てはまるものをすべてお選びください。

（複数選択可） 
 

3.2 

61.9 

4.8 

60.3 

1.6 

7.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 

必要性を感じない

カリキュラムの改定や新設が難しい

人工知能に関わる教育への学生のニーズがない

人工知能に関わる教育を行う教員が不足している

産業界からの需要が少ない

その他

n=63

2.3 今後の教育実施予定※3

貴学科では、今後人工知能に関する教育を行う予定はありますか。当てはまるものを1つお選びください。

14.3  38.1  25.4  22.2  

0% 25% 50% 75% 100% 

n=63

具体的な計画を立てている
具体的な計画は無いが、今後教育を行う予定である
教育を行う予定はない
わからない

※	21	 2.1.	AIに関する教育実施状況で「人工知能」を回答しなかった機関が対象。
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2.4 教育内容22 
[問] 貴学科における人工知能分野に関する取組についてお尋ねします。貴学科が実施している取組をす

べてお選びください。（複数選択可） 

13.3 

79.6 

38.7 

13.3 

19.9 

12.2 

6.1 

11.0 

0% 20% 40% 60% 80% 

人工知能に関わる専攻・コース等を設置している

人工知能に関わる科目群を設置している

人工知能に関わるシステム開発演習等の演習科目を実施している

人工知能に関わる企業等産業界の人材が学生を指導する産学連携教育／研究を実施している

人工知能に関わる企業等産業界での実務経験を有する教員を採用している

人工知能に関わる企業等産業界へのインターンシップを実施している

企業等産業界の社会人の学び直しを推進している

その他

n=181

2.5 学生からの需要※4 
[問] 人工知能に関する教育について、学生からの需要は高まっていますか。当てはまるものを１つお選

びください。 

22.8 46.7 9.8 20.7 

0% 25% 50% 75% 100% 

n=184
非常に高まっている ある程度高まっている 高まっていない わからない

2.6 今後の教育に関する意向※4 
[問] 貴学科では、人工知能に関する教育を今後拡大する予定はありますか。当てはまるものを１つお選

びください。 

33.5 66.5 

0% 25% 50% 75% 100% 

n=179
拡大する予定である 拡大する予定は無い

※	22	 2.1.	AIに関する教育実施状況で「人工知能」を回答した機関が対象。
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2.7 AIに関する教育課題23 
[問] 貴学科において人工知能に関する教育を行う際の課題についてお尋ねします。当てはまるものをす

べてお選びください。（複数選択可） 

52.7 

19.5 

45.0 

27.8 

13.0 

5.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

教員が不足している

計算資源が不足している

カリキュラムの設計が難しい

演習等のためのデータが不足している

その他

わからない

n=169

2.8 AIに関する教育を受講した学生の進路24

[問] 貴学科において人工知能に関する教育を受けた人材の卒業後の就職先・進路についてお尋ねします。
就職先・進路ごとに2015年度の進路別の人数をご記入ください。 

 

 

33.0 

10.6 

3.9 

21.7 

22.7 

2.8 

0.7 

0.6 

0.0 

3.9 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 

※	23	 2.1.	AIに関する教育実施状況で「人工知能」を回答した機関が対象。
※	24	 グラフは就職先・進路ごとの学生の割合。いずれかに回答した機関は75機関であった。
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委員長	 中島	秀之
東京大学	大学院情報理工学系研究科	知能機械情報学専攻	特任教授

委員長代理	 浅田	稔
大阪大学	大学院工学研究科	知能・機能創成工学専攻	教授

委員	 	 川上	量生
株式会社ドワンゴ	代表取締役会長

委員	 	 北野	宏明
株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究所	代表取締役社長

委員	 	 喜連川	優
国立情報学研究所	所長、東京大学生産技術研究所	教授

委員	 	 辻井	潤一
国立研究開発法人産業技術総合研究所	フェロー	人工知能研究センター	研究センター長

委員	 	 松尾	豊
東京大学	大学院工学系研究科	技術経営戦略学専攻	特任准教授

1983年、東京大学大学院情報工学専門課程修了（工学博士）。通産省工業技術院電子技術総合研究所に入所後、産総研サイ
バーアシスト研究センター長、公立はこだて未来大学学長を経て、2016年6月より現職。人工知能を状況依存性の観点から研究。
マルチエージェントならびに複雑系の情報処理とその応用に興味を持っている。

1982年、大阪大学大学院基礎工学研究科修了（工学博士）。大阪大学工学部教授を経て現職。同大学先導的学際研究機構シ
ステム知能学部門長。国際的なロボット競技会「ロボカップ」の提唱者の一人（2002〜8年までプレジデント）。認知発達ロボティ
クスを提唱し推進している。日本赤ちゃん学会理事。NPOダ・ヴィンチミュージアムネットワーク理事長。

1991年、京都大学工学部卒業。1997年にドワンゴを設立、2000年代表取締役会長就任。2006年に「ニコニコ動画」を開始。
その後も「ニコニコ超会議」や「ブロマガ」など、数々のイベントやサービスを生み出している。2014年に、ドワンゴ人工知能
研究所を設立した。

1984年、国際基督教大学教養学部理学科卒業、1991年京都大学博士号（工学）取得。1993年にソニーコンピュータサイエンス
研究所へ入社。2011年より現職。また2001年にはシステム・バイオロジー研究機構を設立し、会長を務める。「ロボカップ」提
唱者の一人で、国際委員会ファウンディング・プレジデント。World	Economic	Forum（世界経済フォーラム）AI	&	Robotics	
Council委員。ソニー株式会社	執行役員コーポレートエグゼクティブ。

1983年、東京大学大学院工学系研究科情報工学専攻博士課程修了（工学博士）、同年東京大学生産技術研究所入所。2007
年8月〜2008年3月、経済産業省「平成19年度情報大航海プロジェクト」戦略会議議長を努める。2013年に国立情報学研究所	
所長就任。ビッグデータの第一人者で、そのブームの8年前に情報爆発を提唱。情報処理学会会長等を歴任。

1973年京都大学大学院修士課程修了。1978年同大学博士号（工学）取得。質問応答システム、言語理解の研究に従事。
1979年京都大学助教授、1988年マンチェスター大学教授、1995年東京大学大学院教授、2011年マイクロソフト研究所（北京）
首席研究員を経て2015年より現職。マンチェスター大学教授兼任。計算言語学会（ACL）、国際計算言語学会（ICCL）の会長を
歴任。

2002年東京大学大学院工学系研究科電子情報工学専攻博士課程修了。博士（工学）。同年産業技術総合研究所研究員、2005
年スタンフォード大学言語情報研究センター客員研究員、2007年東京大学大学院工学系研究科	准教授就任。2014年より現職。
人工知能とウェブ工学を専門とし、人工知能学会の編集委員長、倫理委員長を歴任。

委員名簿

編集委員 	（敬称略、五十音順）
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浅川	伸一	 東京女子大学	情報処理センター	助手

麻生	英樹	 国立研究開発法人産業技術総合研究所	人工知能研究センター	副研究センター長

石田	亨	 	 京都大学	大学院情報学研究科	社会情報学専攻	教授

石塚	満	 	 国立情報学研究所	コグニティブ・イノベーションセンター	特任教授/センター長

和泉	潔	 	 東京大学	大学院工学系研究科	システム創成学専攻	教授

井之上	直也	 東北大学	大学院情報科学研究科	助教

上野	達弘	 早稲田大学	大学院法務研究科	教授	

尾形	哲也	 早稲田大学	理工学術院	基幹理工学部	表現工学科	教授

小田	悠介	 奈良先端科学技術大学院大学	情報科学研究科	知能コミュニケーション研究室
	 	 国立研究開発法人情報通信研究機構	先進的音声翻訳研究開発推進センター		 	 	 	
	 	 先進的翻訳技術研究室	研究技術員

金広	文男	 国立研究開発法人産業技術総合研究所	知能システム研究部門		 	 	 	 	
	 	 ヒューマノイド研究グループ	研究グループ長
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